
　
日
本
に
と
っ
て
大
洋
州
は
、
水
産
、
鉱

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
地
か
つ
海

洋
輸
送
路
で
あ
る
以
上
に
、
歴
史
的
に
親

日
的
な
国
が
多
く
、
国
際
社
会
の
中
の
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

　「
現
在
国
際
社
会
で
は
、
国
々
の
集
団

化
に
よ
る
国
益
確
保
が
激
し
く
な
っ
て
い

る
。
日
本
が
位
置
す
る
太
平
洋
地
域
に

散
在
す
る
国
家
群
と
日
本
が
強
い
絆
で
友

好
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
先

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

さ
ら
に
は
中
国
ま
で
を
含
め
た
国
々
と
外

交
交
渉
を
展
開
す
る
上
で
後
ろ
盾
と
な

る
」
と
大
阪
学
院
大
学
の
小
林
泉
教
授

は
話
す
。

　
し
か
し
近
年
、
旧
日
本
委
託
統
治
領

だ
っ
た
パ
ラ
オ
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
で
は
、
現
地
の
日
系
人
の
高
齢
化

な
ど
を
背
景
に
日
本
の
影
響
力
が
低
下
し

つ
つ
あ
る
。
他
方
、
大
洋
州
を
め
ぐ
る
世

界
の
動
き
は
活
発
化
し
て
お
り
、
２
０
０

６
年
に
「
中
国
・
太
平
洋
島
嶼
国
経
済

発
展
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
始
し
た
中

国
が
年
々
援
助
を
拡
大
し
て
影
響
力
を

強
め
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
も
一
時
閉
鎖
し

て
い
た
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の

太
平
洋
地
域
事
務
所
を
パ
プ
ア
ニュ
ー
ギ
ニ

ア
に
再
開
し
た
ほ
か
、
米
軍
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
駐
留
を
決
定
。
５
月
の
太
平
洋
・

島
サ
ミ
ッ
ト
に
初
め
て
参
加
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
と
い
っ
た
新
興
ド

ナ
ー
も
そ
の
存
在
感
を
増
大
さ
せ
て
い
る

中
で
、「
今
後
、
ど
の
よ
う
な
問
題
や
課

題
が
発
生
し
て
も
日
本
が
安
定
的
に
対

の
〝
脆
弱
性
〞
を
い
か
に
緩
和
・
克
服
し

て
い
く
か
が
重
要
だ
」
と
話
す
。

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

画
一
的
な
支
援
で
は
な
く
、
各
国
を
そ

の
地
理
的
条
件
や
人
口
、
経
済
状
況
な

ど
か
ら
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
顕
著

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
環
境
や
防
災
、
教

育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
協
力
の
重
点

分
野
と
し
て
定
め
て
い
る
（
８
ペ
ー
ジ
、

12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。
ま
た
、
他
の

援
助
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
援
助
の
効
率

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
昨
年
12
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
際

開
発
庁
と
包
括
連
携
協
定
も
締
結
し
た
。

さ
ら
に
、
水
資
源
確
保
や
廃
棄
物
処
理
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
化
な
ど
日
本
に
経
験
・

知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
技
術
も
積
極
的

に
活
用
し
、
企
業
や
自
治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
日
本
国
内
へ
の

還
元
に
通
じ
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
計
画

だ
。

　
今
年
５
月
25
・
26
日
、
沖
縄
県
名
護
市
・

宮
古
島
市
で
「
第
６
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ

ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は

97
年
か
ら
三
年
に
一
度
、
日
本
と
大
洋
州

の
14
カ
国
・
地
域
の
首
脳
が
一
堂
に
会
し
、

太
平
洋
地
域
の
安
定
と
繁
栄
に
向
け
議

論
す
る
場
だ
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「W

e 
are Islanders 

〜
広
げ
よ
う
、
太
平
洋

の
キ
ズ
ナ
〜
」。防
災
や
環
境
・
気
候
変
動
、

人
間
の
安
全
保
障
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　
な
ぜ
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、

こ
こ
に
島
の
特
性
が
関
係
し
て
い
る
。
一つ

は
、
国
土
が
狭
く
人
口
が
少
な
い
「
狭
小

性
」。
国
内
・
域
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ

い
た
め
規
模
の
経
済
が
働
か
ず
、
人
材
育

成
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
ま
た
、
国
土
が
広

範
囲
に
散
在
す
る
「
隔
絶
性
」
を
抱
え
、

保
健
や
教
育
な
ど
基
本
的
な
社
会
サ
ー
ビ

ス
さ
え
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。

さ
ら
に
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
遠
い
「
遠
隔

性
」
に
よ
り
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く
、
生
活

物
資
の
大
半
を
輸
入
に
頼
る
島
の
生
活
は

国
際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
ほ
か
、
海
に
囲

ま
れ
て
い
る
と
い
う
「
海
洋
性
」
か
ら
、

サ
イ
ク
ロ
ン
や
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
に

脆
弱
で
、
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と

小
さ
な
国
土
の
ほ
と
ん
ど
が
被
害
を
受
け

政
府
機
能
が
ま
ひ
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り

島
の
特
性
が
、
島
の
経
済
的
自
立
を
難
し

く
し
て
い
る
の
だ
。

　
筑
波
大
学
の
関
根
久
雄
教
授
は
、「
大

洋
州
は
開
発
の
概
念
が
ほ
か
と
違
う
。

東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
と
同
じ
感

覚
で
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
財
政

の
大
半
を
占
め
る
援
助
を
ど
う
効
果
的

に
使
っ
て
い
く
の
か
が
課
題
の
一
つ
だ
。
ま

た
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ

ネ
シ
ア
と
、
地
域
に
よ
っ
て
近
代
化
や
開

発
を
め
ぐ
る
状
況
に
差
異
が
あ
る
た
め
、

支
援
を
す
る
際
に
は
３
つ
の
地
域
の
特
性

に
留
意
し
た
上
で
環
境
・
社
会
・
経
済

　
豊
か
な
自
然
と
多
様
な
伝
統
文
化
が

息
づ
く
太
平
洋
の
島
々
。
一
度
は
行
っ
て
み

た
い
。
多
く
の
人
を
そ
う
思
わ
せ
る
島
に

は
、
特
別
な
魅
力
が
あ
る
。

　
し
か
し
私
た
ち
が
思
い
描
く
よ
う
に
、

太
平
洋
の
島
国
は
本
当
に
〝
楽
園
〞
の
一

言
で
表
せ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
観
光

で
訪
れ
た
だ
け
で
は
気
が
付
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
島
に
は
島
の
特
別
な
問
題
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を―

。

　
大
洋
州
の
各
国
は
長
い
植
民
地
支
配

を
経
て
、
そ
の
多
く
が
１
９
７
０
年
代
に

独
立
し
た
。
だ
が
、
こ
の
独
立
は
政
治
的

背
景
が
強
く
、
経
済
的
に
は
旧
宗
主
国

に
依
存
し
た
ま
ま
の
船
出
だ
っ
た
。
そ
の

状
況
は
40
年
近
く
た
っ
た
今
も
変
わ
ら
な

い
国
が
多
い
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
や
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
で
は
国
家
財
政
の
半
分
以
上

を
援
助
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
そ
の
た
め
貧
困
層
の
割
合
は
小
さ
く
、

食
べ
る
の
に
困
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

労
働
者
も
そ
の
大
半
が
公
務
員
だ
。
そ

れ
が
地
縁
・
血
縁
関
係
の
強
さ
や
豊
か
な

自
然
と
相
ま
っ
て
、
楽
園
と
目
さ
れ
る
ゆ

え
ん
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
を
支
え
て
い

る
の
が
援
助
で
あ
り
、
外
国
漁
船
の
入
漁

料
で
あ
り
、
海
外
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
人

た
ち
か
ら
の
送
金
で
あ
る
こ
と
。
税
収
や

国
内
産
業
な
ど
、
本
来
国
家
財
政
の
柱

と
な
る
べ
き
収
入
で
は
な
く
、
そ
の
基
盤

は
脆
弱
だ
。

豊
か
な
自
然
と
多
様
な
伝
統

息
づ
く
太
平
洋
の
島
々
。
一
度
は

な
ぜ
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、

こ
こ
に
島
の
特
性
が
関
係
し
て
い
る
。
一つ

化
が

っ
て
み

還
元
に
通
じ
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
計

だ
。今

年
５
月
25
・
26
日
、
沖
縄
県
名
護

宮
古
島
市
で
「
第
６
回
太
平
洋
・
島

島の未来を考える
特集  大洋州＆東ティモール

青い空、白い砂浜、温暖な気候―。
私たちが抱く島のイメージはおおむねこんなところだろう。
しかしよく見ると、島には島ならではの複雑な問題がある。

楽園という言葉では表しきれない島の現実を直視し、
島国の未来を豊かなものにしていくために、

日本は何をすべきなのだろうか…

楽
園
で
は
な
い

島
の
現
実

特
有
の
課
題
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

大
洋
州
を
め
ぐ
る

各
国
の
動
き

05                         April 2012 April 2012                         04photo by Kenshiro Imamura



出典：外務省ホームページ、太平洋諸島センター（PIC）ホームページ、世界銀行「World Development Indicators」など

日本

パプアニューギニア

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

サモア

トンガ

ニウエ

クック諸島

ツバル

ナウル
赤道

日付変更線

キリバス

ソロモン諸島

フィジー

パラオ

東ティモール

オーストラリア

ニュージーランド

バヌアツ

首都：マルキョク
面積：488km2  約200島
人口：20,472人（2010）
言語：パラオ語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：6,560米ドル（2010）

ポートビラ スバ

ポート
モレスビー

ホニアラ

マルキョク
パリキール

マジュロ

ヤレン タラワ

アピア

ヌクアロファ アバルア

アロフィ

フナフティ

パ ラ オ
首都：東京
面積：37万7,944km2  6,852島
人口：1億2,745万（2010）
言語：日本語
通貨：円
GNI／人：41,850米ドル（2010）

日 本
首都：パリキール
面積：700km2  607島
人口：11万1,064人（2010）
言語：英語、現地の8言語
通貨：米ドル
GNI／人：2,730米ドル（2010）

ミクロ ネシ ア 連 邦

首都：ヤレン
面積：21.1km2  1島
人口：約1万人（2010）
言語：英語、ナウル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：5,322米ドル（2009）

ナ ウル
首都：タラワ
面積：730km2  33島
人口：9万9,546人（2010）
言語：キリバス語、英語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：2,010米ドル（2010）

キリバ ス
首都：フナフティ
面積：25.9km2  9島
人口：9,827人（2010）
言語：英語、ツバル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：4,760米ドル（2010）

ツバ ル

首都：アピア
面積：2,840km2  約10島
人口：18万3,081人（2010）
言語：サモア語、英語
通貨：タラ
GNI／人：3,000米ドル（2010）

サ モア
首都：ヌクアロファ
面積：720km2  172島
人口：10万4,058人（2010）
言語：英語、トンガ語
通貨：パ・アンガ
GNI／人：3,280米ドル（2010）

トン ガ

首都：アロフィ
面積：259km2  1島
人口：1,591人（2006）
言語：ニウエ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：10,048NZドル（2003）

ニウエ
首都：アバルア
面積：237km2  15島
人口：2万2,600人（2009）
言語：クック諸島マオリ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：9,749米ドル（2009）

クック 諸 島

首都：スバ
面積：18,270km2  332島
人口：86万623人（2010）
言語：英語、フィジー語、ヒンディー語
通貨：フィジー・ドル
GNI／人：3,630米ドル（2010）

フィジ ー
首都：ポートビラ
面積：12,190km2  84島
人口：23万9,651人（2010）
言語：ビシュラマ語、英語、フランス語
通貨：バツ
GNI／人：2,640米ドル（2010）

バ ヌ ア ツ
首都：ホニアラ
面積：28,900km2  約1,000島
人口：53万8,148人（2010）
言語：英語、ピジン英語
通貨：ソロモン・ドル
GNI／人：1,030米ドル（2010）

ソロ モン 諸 島
首都：ポートモレスビー
面積：46万2,000km2  700島以上
人口：685万8,266人（2010）
言語：英語、ピジン英語、モツ語
通貨：キナ
GNI／人：1,300米ドル（2010）

パプアニューギニア

首都：マジュロ
面積：180km2  34島
人口：5万4,038人（2010）
言語：マーシャル語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：3,640米ドル（2010）

マー シャル 諸 島

首都：ディリ
面積：14,900km2
人口：112万4,355人（2010）
言語：テトゥン語、ポルトガル語、
      インドネシア語、英語ほか
通貨：米ドル
GNI／人：2,220米ドル（2010）

東ティモール

メラネシア

ポリネシア

ミクロネシア

ディリ

東京

ハワイ島

サイパン島

グアム島

処
で
き
る
基
盤
を
つ
く
る
、
こ
れ
が
島
し

ょ
諸
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
最
大
で
唯

一
の
目
的
だ
」
と
小
林
教
授
は
話
す
。

　
一
方
、
同
じ
島
国
で
も
東
南
ア
ジ
ア
で

最
も
新
し
い
国
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
状
況

は
大
洋
州
と
異
な
る
。
02
年
、
こ
の
国
は

21
世
紀
最
初
の
独
立
国
と
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
念
願
の
独
立
を
〝
回
復
〞
さ
せ

た
。
75
年
に
出
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

の
独
立
宣
言
。
し
か
し
そ
の
後
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
軍
が
侵
攻―

。
独
立
を
再
び
勝
ち

取
る
ま
で
の
道
の
り
が
険
し
か
っ
た
だ
け

に
、
02
年
５
月
20
日
に
独
立
を
果
た
し
た

時
は
国
中
が
歓
喜
に
沸
い
た
。
そ
の
後
、

一
進
一
退
し
つ
つ
も
、
国
際
社
会
に
よ
る

支
援
を
受
け
な
が
ら
石
油
や
天
然
ガ
ス
な

ど
の
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
基
盤
に

経
済
成
長
を
続
け
、
国
内
総
生
産
も
５

倍
近
く
に
な
っ
た
。
ま
た
治
安
も
回
復
し
、

10
年
足
ら
ず
で
平
和
の
定
着
が
進
ん
だ
国

と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　
建
国
10
周
年
を
前
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
「
格
差
の
な
い
社
会
づ
く
り
だ
」

と
法
政
大
学
の
長
谷
川
祐
弘
教
授
は
指

摘
す
る
。
原
油
の
高
騰
で
収
入
は
増
え
た

も
の
の
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は

首
都
に
限
ら
れ
、
地
方
と
の
格
差
は
拡
大

す
る
一
方
だ
。
成
長
の
恩
恵
を
ど
の
よ
う

に
し
て
す
べ
て
の
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
て
い

く
か―

。「
復
興
」
か
ら
「
開
発
」
へ
、

こ
れ
ま
で
平
和
構
築
や
基
礎
的
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
いっ
た
復
興
支
援
が
中
心
だ
っ
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

に
依
存
し
な
い
産
業
開
発
を
軸
と
し
た
も

の
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
こ
の
３
月
に
は
他

の
援
助
国
・
機
関
に
先
が
け
て
東
テ
ィ
モ

ー
ル
に
有
償
資
金
協
力
（
円
借
款
）
を

供
与
し
、
首
都
デ
ィ
リ
と
第
２
の
地
方
都

市
の
バ
ウ
カ
ウ
を
結
ぶ
約
１
２
０
キ
ロ
の
国

道
１
号
線
の
改
修
を
進
め
、
産
業
の
発
展

を
後
押
し
し
て
い
く
（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連

記
事
）。

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
採
れ
る
天
然
ガ
ス
は

そ
の
ほ
ぼ
全
量
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
資
源
に
乏
し
く
、
電
力
の
安
定
供

給
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
に

と
っ
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
重
要
な
国
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル

復
興
か
ら
開
発
へ

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

深刻なごみ問題
　機械製品や日用雑貨などの生活必需品のほとんどを輸入に頼
る大洋州の島国。さまざまなモノが大量にどんどん入ってくる。だ
が、出ていく場所がない。島内にたまった廃棄物は、衛生環境は
もちろん、観光資源である自然環境をもむしばむ。
　JICAは2000年来、大洋州の廃棄物対策を支援してきた。フ
ィジーではペットボトルや缶といった資源物のリサイクル活動や生
ごみのたい肥化などに取り組み、廃棄物の減量に成功。また、サ
モアやバヌアツの最終処分場では福岡方式※を採用し、メタンガ
ス発生の抑制や水質汚染の防止をしてきた。さらに2011年から
は、地域全体で廃棄物対策を推進すべく、JICAは「大洋州地域
廃棄物管理改善支援プロジェ
クト（J-PRISM)」を開始。大洋
州11カ国で人材育成を行い、
域内で自立的に廃棄物管理を
実施できるよう支援している。

※福岡市と福岡大学の協力により
開発された準好気性埋立構造。

家庭の生ごみを使って行われているた
い肥化
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